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主な項目

黒部ダムの勇壮な放水

黒部ダムの周辺は長野、富山両県にまたがる国有林

林政記者クラブ  国有林を視察
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［
総
務
課
］
九
月
二
十
八
日
か
ら
二
十
九
日
の

両
日
、
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
（
中
部
森
林
管
理
局

管
内
加
盟
社
）
の
国
有
林
視
察
を
富
山
森
林
管

理
署
管
内
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
林
政
記
者
ク
ラ
ブ
四
社
か
ら
四
名

が
参
加
さ
れ
、
森
林
管
理
局
か
ら
は
次
長
、
総

務
企
画
部
長
、
名
古
屋
事
務
所
副
所
長
、
広
報

主
任
官
が
同
行
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
黒
部
ダ
ム
と
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト

を
通
過
し
て
雄
大
な
大
自
然
と
黒
部
ダ
ム
を
視

察
し
ま
し
た
。
周
辺
は
長
野
、
富
山
両
県
に
ま

た
が
る
国
有
林
が
広
が
っ
て
お
り
、
水
や
国
土

の
保
全
、
観
光
面
に
つ
い
て
国
有
林
の
果
た
す

役
割
の
ア
ピ
ー
ル
を
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、

雨
と
濃
霧
で
景
色
が
見
え
な
い
分
想
像
力
を
発

揮
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
信
森
林
管
理
署
に
集
合
し
た
一
行
は
、
次

長
の
挨
拶
後
バ
ス
で
ス
タ
ー
ト
、
車
中
で
自
己

紹
介
を
行
い
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
の
出
発
駅
、
扇
沢

に
着
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
関
西
電
力
職
員
の
方

よ
り
黒
部
ダ
ム
等
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
自

然
に
や
さ
し
い
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
で
黒
部
ダ
ム
へ

向
か
い
ま
し
た
。

　

富
山
森
林
管
理
署
次
長
、
森
林
技
術
指
導

官
、
森
林
官
と
合
流
し
昼
食
、
私
は
か
の
有
名

な
「
ダ
ム
カ
レ
ー
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
大

変
美
味
し
か
っ
た
で

す
。

　

幸
な
こ
と
に
、
食

事
を
終
え
外
に
出

る
と
雨
が
小
降
り
に

な
っ
て
お
り
ダ
ム
を

見
な
が
ら
関
西
電
力

職
員
の
方
の
説
明
を
聞
き
、
ダ
ム
の
雄
大
さ
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
残
念

な
が
ら
こ
の
後
は
、
濃
霧
と
雨
が
激
し
く
な
り

立
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
大
観
峰
は
真
っ
白
で
何

も
見
え
ず
、
室
堂
で
も
雨
が
強
く
危
険
な
た
め

立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
で
立
山
の
自
然
を
紹

介
し
た
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
、
森
林
官
か
ら
山
岳

観
光
地
な
ら
で
は
の
巡
視
業
務
の
難
し
い
点
な

ど
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
を
実
施

し
て
い
る
常
願
寺
川
地
区
の
ス
ゴ
谷
で
富
山
署

総
括
治
山
技
術
官
と
常
願
寺
川
治
山
事
業
所
主

任
か
ら
山
腹
工
と
渓
間
工
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

記
者
の
方
々
は
、
山
腹
工
の
規
模
の
大
き
さ

や
工
法
に
興
味
を
も
た
れ
、
説
明
者
二
名
に
質

問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
次
の
渓
間
工
で
は
、
木

製
型
枠
や
規
模
の
大
き
さ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

代
わ
り
に
現
地
産
の
大
転
石
使
用
や
、
現
地
の

作
業
環
境
の
過
酷
さ
に
感
嘆
し
き
り
で
し
た
。

　

生
憎
の
空
模
様
で
し
た
が
、
ど
う
に
か
予
定

ど
お
り
視
察
が
実
行
で
き
記
者
ク
ラ
ブ
の
皆
様

か
ら
多
く
の
質
問
も
い
た
だ
き
有
意
義
な
視
察

と
な
り
ま
し
た
。
終
わ
り
に
、
総
務
企
画
部
長

よ
り
視
察
参
加
の
お
礼
と
共
に
、
国
土
の
保
全

や
地
域
林
業
の
活
性
化
の
た
め
に
国
有
林
の
取

組
に
引
き
続
き
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
、
中
部
森

林
管
理
局
の
取
組
を
紹
介
し
、
ご
理
解
を
得
る

た
め
効
果
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

大規模な山腹施工地の説明状況

木村次長の挨拶により開会

黒部ダム等の説明

渓間工の説明状況（本年度は2年目で作業は終了）

林
政
記
者
ク
ラ
ブ
国
有
林
を
視
察

ダムカレー
（グリーンカレー）
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［
名
古
屋
事
務
所
、
木
曽
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン

タ
ー
、
協
力
：
岐
阜
署
］『
街
道
で
つ
な
が
る

　

ひ
と
・
ま
ち
・
未
来
』
を
テ
ー
マ
に
、
十
月

九
日
「
熱
田
区
民
ま
つ
り
（
主
催
：
熱
田
区
役

所
、
区
民
ま
つ
り
実
行
委
員
会
、
出
展
四
十
九

団
体
）
が
中
部
森
林
管
理
局
名
古
屋
事
務
所
に

隣
接
す
る
白
鳥
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
名

古
屋
事
務
所
も
出
展
参
加
す
る
と
と
も
に
木
曽

森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
て
「
熱
田
白
鳥
の
歴
史
館
」
を

特
別
開
館
し
ま
し
た
。

　

東
海
道
や
美
濃
街
道
を
つ
な
ぐ
交
通
の
要
衝

と
し
て
多
く
の
旅
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
熱
田

は
、
街
道
宿
場
町
と
し
て
の
歴
史
文
化
の
魅
力

の
発
信
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
今
年
の
区
民
祭

り
に
は
、
東
海
道
か
ら
桑
名
、
鳴
海
、
宮
、
美

濃
街
道
か
ら
垂
井
、
木
曽
川
上
流
地
域
か
ら
木

曽
（
広
域
連
合
）、
加
子
母
、
下
呂
の
七
つ
の

宿
場
町
（
地
域
）
か
ら
参
加
さ
れ
、
楽
し
さ
美

味
し
さ
溢
れ
る
賑
や
か
な
ブ
ー
ス
、
お
獅
子
の

練
り
歩
き
や
、
和
太
鼓
の
音
が
響
く
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
、
区
制
八
十
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の

「
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
」
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
催

さ
れ
、
お
よ
そ
一
万
一
千
人
の
市
民
（
主
催
者

発
表
）
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

名
古
屋
事
務
所
で
は
「
木
と
の
ふ
れ
あ
い
」

を
テ
ー
マ
に
、
第
一
会
場
の
出
展
ブ
ー
ス
で

は
「
サ
ク
ラ
」
の
枝
を
使
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
作

り
を
、
第
二
会
場
で
あ
る
「
熱
田
白
鳥
の
歴
史

館
」
で
は
ミ
ニ
イ
ス
作
り
の
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
Ｆ
Ｃ
Ａ
（
フ
ォ

レ
ス
ト
サ
ー
ク
ル
あ
い
ち
）
の
方
々
十
一
名
の

協
力
を
得
て
対
応
し
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
で
は
待
ち
時
間
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況

で
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
三
百
人
が
ス
ト
ラ
ッ

プ
作
り
を
、
歴
史
館
の
ミ
ニ
椅
子
作
り
で
は
限

定
四
十
人
分
の
整
理
券
が
十
数
分
で
無
く
な
り

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
完
成
品
の
成

果
に
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
も
「
あ
り
が
と
う
」

「
楽
し
か
っ
た
」
歴
史
館
で
は
「
木
に
囲
ま
れ

て
落
ち
着
く
」「
知
人
を
連
れ
て
ま
た
来
ま
す
」

と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
、
木
（
樹
）
と
の
ふ
れ

あ
い
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
と
連
携
し
情
報
発
信
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

 

［
東
濃
署
］
八
月
三
十
一
日
、
前
日
の
台
風
の

影
響
も
無
く
快
晴
の
中
、
岐
阜
県
立
恵
那
農
業

高
等
学
校
環
境
科
学
科
の
三
年
生
、
三
十
八
名

が
東
濃
森
林
管
理
署
管
内
の
国
有
林
で
治
山
工

事
現
場
な
ど
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
近
年
、
局
地
的
な
豪
雨
な
ど
に
よ
る

山
地
災
害
が
各
地
で
頻
発
す
る
中
、
地
域
の
未

来
を
担
う
高
校
生
に
森
林
土
木
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
ま
た
進
路
決
定
の
参
考

に
し
て
い
た
だ
こ
う
と
一
昨
年
よ
り
始
め
た
取

組
で
す
。

　

当
日
は
、
教
室
で
国
有
林
の
役
割
や
治
山
工

事
の
目
的
・
工
法
等
に
つ
い
て
東
濃
署
治
山
グ

ル
ー
プ
の
職
員
か
ら
事
前
説
明
を
受
け
た
後
、

湯
舟
沢
国
有
林
（
中
津
川
市
神
坂
）
に
移
動

し
、
恵
那
山
（
二
、一
九
一
㍍
）
の
北
側
斜
面

の
崩
壊
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
姥
ナ
ギ
沢
復
旧

治
山
工
事
の
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

同
現
場
で
は
、
崩
壊
斜
面
の
上
部
に
登
り
、

署
員
か
ら
、
山
腹
工
事
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
谷
底
ま

で
四
〇
〇
㍍
程
も
あ
る
斜
面
を
眼
下
に
し
て
実

際
に
使
わ
れ
た
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
マ
シ
ー

ン
（
急
斜
面
に
ワ
イ
ヤ
ー
で
吊
さ
れ
崩
壊
地
を

整
斉
す
る
建
設
機
械
）
の
写
真
に
見
入
り
、
普

段
目
に
す
る
こ
と
の
な
い
治
山
工
事
の
ス
ケ
ー

ル
を
実
感
し
た
よ
う
で
し
た
。

　

午
後
は
、
同
国
有
林
内
の
造
林
事
業
実
行
箇

所
に
お
い
て
、
神
坂
首
席
森
林
官
か
ら
、
林
業

は
農
業
と
違
い
、
収
穫
ま
で
に
最
低
で
も
五
十

年
～
六
十
年
程
度
の
年
月
と
労
力
を
必
要
と
す

混雑した出展ブース（第1会場）

歴史館でのミニ椅子作り（第2会場）

教室での事前学習

 
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に
！

熱
田
区
区
民
ま
つ
り
に
出
展
！

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

地
域
を
担
う
高
校
生
が

�

国
有
林
の
現
場
を
見
学
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今
後
も
継
続
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
今
回
の
活
動
を
通
し
て
国
民
参
加
の
森
林

整
備
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
に
繋

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◎
平
成
28
年
度
木
曽
悠
久
の
森
管
理
委
員
会

　

�

第
２
回
森
林
総
合
利
用
・
地
域
振
興
専
門
部

会

　

11
月
１
日　
　
　
　

中
津
川
市
内

◎
中
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
暖
化
対
策
会
議

　

11
月
４
日　
　
　
　

名
古
屋

◎
信
州
地
域
材
利
用
拡
大
推
進
協
議
会

　

11
月
７
日　
　
　
　

長
野
市
内

◎
国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
協
議
会

�

（
木
曽
川
流
域
：
東
濃
）

　

11
月
８
日　
　
　
　

中
津
川
市

◎�

東
海
・
北
陸
地
区
林
業
用
種
苗
需
給
調
整
協

議
会

　

11
月
８
～
９
日　
　

三
重
県
津
市

◎
第
51
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会

　

11
月
10
日　
　
　
　

富
山
市

◎
平
成
28
年
度
木
曽
悠
久
の
森
管
理
委
員
会

　

第
２
回
森
林
資
源
利
用
専
門
部
会

　

11
月
15
～
16
日　
　

南
木
曽
支
署
管
内

◎�

国
有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
協
議
会
連

絡
会
議
（
中
部
森
林
管
理
局
）

　

11
月
21
日　
　
　
　

松
本
市

◎
多
様
な
森
林
へ
の
誘
導　

現
地
検
討
会

　

11
月
28
～
29
日　
　

飛
騨
署
・
東
濃
署

づ
く
り
の
会
」
の
関
係
者
と
当
所
職
員
約
百
名

の
参
加
の
も
と
、
平
成
十
四
年
に
ブ
ナ
な
ど
の

広
葉
樹
を
植
栽
し
た
森
林
に
お
い
て
植
栽
木
の

生
長
を
妨
げ
る
シ
ロ
モ
ジ
等
を
除
伐
す
る
作
業

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
活
動
に
先
立

ち
三
谷
水
産
高
校
に
お
い
て
は
当
所
の
職
員
を

講
師
に
、
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
や
森
林

と
海
の
関
わ
り
（
森
林
か
ら
海
へ
到
達
す
る
水

は
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
栄
養
源
と
な
り
、
食
物
連

鎖
で
豊
か
な
漁
業
資
源
と
な
る
。）
等
に
つ
い

て
の
勉
強
会
も
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
森
林
の
大
切
さ
が
よ
く

わ
か
っ
た
。」「
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
た
。」「
今
後
も
若
手
漁
師
ら
が
引
き
継
い
で

ほ
し
い
。」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
来
年
以

降
も
豊
か
な
森
林
、
豊
か
な
海
づ
く
り
の
た
め

に
、
本
活
動
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

当
所
と
し
て
は
、「
海
」
と
「
森
」
の
関
係

者
が
密
接
な
結
び
付
き
を
持
っ
た
森
林
整
備
を

る
こ
と
や
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
を
は
じ
め
と
し
た
有

害
鳥
獣
に
よ
る
森
林
被
害
が
年
々
深
刻
化
し
て

お
り
そ
の
対
策
は
急
務
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
国
有
林
で
実
施
し
て
い
る
鳥
獣
被
害
に
対

す
る
取
組
等
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

　

見
学
を
終
え
、
生
徒
か
ら
は
、
標
高
一
、

四
百
㍍
と
い
う
厳
し
い
環
境
の
下
で
行
わ
れ

て
い
る
治
山
工
事
を
目
の
当
た
り
に
し
、「
急

斜
面
を
命
綱
だ
け
で
作
業
し
て
い
る
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。」「
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
治

山
工
事
現
場
や
林
業
の
現
場
を
見
学
す
る
こ
と

が
で
き
、
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。」
と

い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

当
署
と
し
て
は
、
地
元
高
校
生
が
林
業
や
森

林
土
木
に
対
し
関
心
を
持
ち
、
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
同

様
の
取
組
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

姥ナギ沢復旧治山工事施工地上部より見学

シロモジ等除伐作業

除伐木を短くして整理作業

「
漁
民
の
森
林
づ
く
り
活
動
」

漁
業
関
係
者
に
よ
る
森
林
整
備
を
実
施

 

【
愛
知
所
】
十
月
四
日
、
設
楽
町
田
峰
地
籍
に

あ
る
段
戸
国
有
林
に
お
い
て
「
漁
民
の
森
林
づ

く
り
活
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

段
戸
国
有
林
は
、
三
河
湾
に
注
ぐ
豊
川
と
矢

作
川
の
水
源
域
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、「
森
林

を
守
り
育
て
る
こ
と
が
三
河
湾
の
漁
業
振
興
に

繋
が
る
」
と
し
て
、
蒲
郡
市
を
中
心
と
し
た
漁

業
関
係
者
が
参
集
し
て
平
成
十
四
年
か
ら
森
林

整
備
を
継
続
的
に
行
っ
て
お
り
今
年
で
十
五
年

目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
漁
業
関
係
者
の
三
谷
漁
協
、
蒲
郡

漁
協
青
年
部
及
び
三
谷
水
産
高
校
海
洋
資
源
科

一
年
生
、
連
携
団
体
の
愛
知
県
東
三
河
農
林
事

務
所
、
蒲
郡
市
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
穂
の
国
森
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あ
る
の
で
、
足
場
、
足
元
の
確
保
に
努
め
、
慎

重
に
行
動
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
朝
晩
と
昼
の
寒
暖
差

や
天
候
の
変
化
も
激
し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
安

全
対
策
を
遵
守
し
、
無
事
故
・
無
災
害
で
業
務

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

定勝寺の庭園風景

支署長等と貸付地の巡視（向って右側著者） ウィリーテープ施工中

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂

 ［
南
木
曽
支
署
須
原
森
林
事
務
所
］

�

森
林
官
　
林
　
英
樹

　

須
原
森
林
事
務
所
は
、
長
野
県
の
南
西
部
に

位
置
す
る
木
曽
郡
大
桑
村
に
あ
り
、
管
轄
す
る

国
有
林
野
は
、
村
内
を
流
れ
る
木
曽
川
右
岸
側

殿
地
区
の
阿
寺
国
有
林
と
、
左
岸
側
の
伊
奈
川

国
有
林
の
お
よ
そ
一
二
、二
〇
〇
㌶
が
あ
り
ま

す
。
阿
寺
国
有
林
に
は
分
収
育
林
地
が
多
く
、

二
十
七
の
小
班
で
一
四
四
㌶
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

管
内
の
森
林
は
多
様
性
に
富
ん
で
い
て
、
右

岸
側
は
阿
寺
山
地
の
比
較
的
な
だ
ら
か
な
地

形
で
ヒ
ノ
キ
の
生
育
に
適
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
左
岸
側
は
日
本
百
名
山
に
選
定
さ
れ

て
い
る
中
央
ア
ル
プ
ス
空
木
岳
（
標
高
・
二
、

八
六
四
㍍
）
の
山
麓
を
中
心
に
低
山
帯
か
ら
高

山
帯
ま
で
の
標
高
差
約
二
、〇
〇
〇
㍍
に
及
ぶ

急
峻
で
変
化
の
激
し
い
原
始
的
で
多
様
な
生
態

系
の
森
林
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

管
内
に
は
空
木
岳
の
他
に
も
、
二
百
名
山
の

南
駒
ヶ
岳
（
標
高
・
二
、八
四
一
㍍
）、
三
百
名

山
の
越
百
山
（
標
高
・
二
、六
一
三
㍍
）
等
が

連
な
っ
て
お
り
、
各
登
山
道
（
大
桑
村
貸
付
）

へ
は
、
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
等
か
ら
、
東
海
地

方
な
ど
か
ら
の
登
山
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
あ
る
須
原
地
区
に
は
、
木
曽
谷
の
中

で
は
一
番
古
く
に
栄
え
た
歴
史
あ
る
宿
場
町
の

「
須
原
宿
」
が
あ
り
ま
す
。
当
初
は
木
曽
川
沿

い
に
町
割
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
正
徳
五
年

に
大
洪
水
の
被
害
に
遭
い
、
現
在
の
場
所
に
移

築
さ
れ
た
た
め
、
中
山
道
で
は
比
較
的
新
し
い

宿
場
町
な
の
で
、
道
路
の
幅
が
広
い
な
ど
の
独

特
な
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
ま
す
。
宿
場
町
の
中

程
に
は
、
島
崎
藤
村
の
「
あ
る
女
の
生
涯
」
の

舞
台
と
な
っ
た
「
清
水
病
院
跡
」（
建
物
は
愛

知
県
犬
山
市
の
明
治
村
に
移
築
）
や
正
岡
子
規

の
歌
碑
な
ど
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
曽
三
大
寺
最
古
の
古
刹
で
あ
る

「
定
勝
寺
」
に
つ
い
て
は
、
本
堂
、
庫
裏
、
山

門
の
三
建
築
は
、
桃
山
風
の
豪
壮
な
建
築
様
式

と
し
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
と
と

も
に
、
長
野
県
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
木
曽

義
元
肖
像
画
」
な
ど
の
寺
宝
も
多
く
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
書
院
の
千
羽
鶴
の
壁
画
や
東
洋
一
の

木
曽
檜
ダ
ル
マ
座
像
は
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

　

当
森
林
事
務
所
の
職
員
は
森
林
官
一
人
で
す

が
、
森
林
体
験
、
境
界
巡
検
、
生
産
・
造
林
請

負
事
業
の
監
督
、
各
種
調
査
や
巡
視
な
ど
の
業

務
を
効
率
的
に
行
う
た
め
に
は
、
隣
接
す
る
阿

寺
森
林
事
務
所
の
職
員
（
森
林
官
一
名
、
森
林

技
術
員
一
名
、
行
政
専
門
員
二
名
、
非
常
勤
職

員
一
名
）
と
の
連
携
は
欠
か
せ
な
い
状
況
に
あ

り
、
特
に
森
林
技
術
員
等
の
方
々
に
は
、
境
界

森
林
保
全
巡
視
は
も
と
よ
り
、
人
工
林
ヒ
ノ
キ

の
熊
剥
皮
被
害
防
止
ウ
ィ
リ
ー
テ
ー
プ
を
巻
く

な
ど
の
、
獣
害
防
止
対
策
に
も
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
業
務
を
進
め
る
上
で
最
も
重
点
を

お
い
て
い
る
こ
と
は
、
過
去
の
災
害
事
例
を
踏

ま
え
た
安
全
確
認
と
基
本
動
作
の
徹
底
で
す
。

　

特
に
、
今
年
度
の
分
収
育
林
地
の
明
認
行
為

箇
所
は
遠
路
が
多
く
、
足
場
の
悪
い
と
こ
ろ
も

管内林道より中央アルプスを望む
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◆
大
町
市

　

大
町
市
は
、
長
野
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、

市
の
北
西
部
に
は
北
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
山
々

が
そ
び
え
立
っ
て
お
り
、
夏
は
登
山
、
冬
は
ス

キ
ー
が
楽
し
め
観
光
客
や
登
山
客
で
年
間
を
通

し
て
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
西
側
に
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
多
く
あ
り
、

黒
部
ダ
ム
の
入
口
で
あ
る
扇
沢
駅
、
天
然
記
念

物
の
湯
俣
墳
湯
丘
、
針
ノ
木
大
雪
渓
が
あ
り
ま

す
。

　

市
の
北
側
は
ス
キ
ー
や
釣
り
が
楽
し
め
る
鹿

島
槍
ス
キ
ー
場
、
ヤ
ナ
バ
ス
キ
ー
場
、
青
木

湖
、
木
崎
湖
が
あ
り
ま
す
。

【
扇
沢
駅
】

　

扇
沢
駅
は
、
後
立
山
連
峰
の
大
自
然
に
囲
ま

れ
た
黒
部
ダ
ム
や
、
爺
ヶ
岳
、
針
ノ
木
岳
へ
の

出
発
点
と
な
っ
て
お
り
、
標
高
一
、四
三
三
㍍

の
高
地
に
位
置
し
、
七
〇
〇
台
を
超
え
る
自
動

車
を
収
容
で
き
る
駐
車
場
を
完
備
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
駅
は
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
で
黒
部
ダ
ム
へ
通

じ
て
お
り
、
長
野
県
と
富
山
県
を
結
ぶ
黒
部
立

山
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
の
玄
関
口
と
し
て
、
年
間

百
万
人
の
観
光
客
が
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る

よ
う
な
バ
ス
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
実
は
鉄
道

に
区
分
さ
れ
る
珍
し
い
乗
り
物
で
、
国
内
唯
一

で
あ
り
、
関
電
ト
ン
ネ
ル
と
立
山
ト
ン
ネ
ル
で

運
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
針
ノ
木
大
雪
渓
】

　

日
本
三
大
雪
渓
の
一
つ
で
あ
る
針
ノ
木
大
雪

渓
は
夏
に
は
ほ
と
ん
ど
消
え
て
し
ま
い
ま
す

が
、
春
は
大
雪
渓
を
通
り
な
が
ら
針
ノ
木
岳
へ

約
四
時
間
の
登
山
を
楽
し
め
ま
す
。

【
高
瀬
渓
谷
】

　

高
瀬
川
に
は
、
東
京
電
力
の
高
瀬
ダ
ム
が
あ

り
、
そ
の
上
流
に
は
墳

ふ
ん
と
う
き
ゅ
う

湯
丘
（
高
瀬
渓
谷
の
墳

湯
丘
と
球
状
石
灰
石
）
が
あ
り
ま
す
。

　

高
瀬
ダ
ム
は
黒
部
ダ
ム
に
次
ぎ
日
本
第
二
位

の
一
七
六
㍍
の
高
さ
を
誇
る
巨
大
な
ロ
ッ
ク

フ
ィ
ル
ダ
ム
で
す
。
そ
の
上
流
に
、
大
正
十
一

年
に
国
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
墳
湯
丘
が

あ
り
、
高
瀬
川
と
水
俣
川
の
合
流
点
近
く
に
位

置
し
、
高
瀬
ダ
ム
か
ら
徒
歩
約
二
時
間
程
度
で

行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
墳
湯
丘
は
常
に
温
泉
が
中
心
部
か
ら
噴

出
し
、
未
だ
に
成
長
し
て
お
り
墳
湯
丘
の
出
来

上
が
る
様
々
な
ス
テ
ー
ジ
を
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
大
町
山
岳
博
物
館
】

　

こ
の
博
物
館
は
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
「
北
ア
ル

プ
ス
の
自
然
と
人
」
と
し
、
山
岳
文
化
と
人
の

つ
な
が
り
を
探
求
し
た
国
内
有
数
の
博
物
館
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
様
々
な
動
物
を
飼
育
し
て
い
ま
す

が
、
特
に
珍
し
い
の
は
ス
バ
ー
ル
バ
ル
ラ
イ

チ
ョ
ウ
と
ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
二
種
類
を
飼

育
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ス
バ
ー
ル
バ
ル
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
、
ニ
ホ
ン
ラ

イ
チ
ョ
ウ
の
保
護
増
殖
に
寄
与
す
る
た
め
の
繁

殖
技
術
の
確
立
を
目
的
と
し
て
飼
育
さ
れ
て
お

り
一
般
公
開
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
、
環
境
省
が
「
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
保
護
増
殖
事
業
」
の
一
環
と
し
て
日

本
動
物
園
水
族
館
協
会
と
連
携
し
て
ニ
ホ
ン
ラ

イ
チ
ョ
ウ
生
息
域
外
保
全
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
個
体
数
が
比
較
的

安
定
し
て
い
る
乗
鞍
岳
か
ら
卵
を
採
取
し
、
博

物
館
の
動
物
園
で
人
工
ふ
化
・
飼
育
を
開
始
し

て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
方
法

［
交
通
機
関
］

扇
沢
駅
：
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
信
濃
大
町
駅
下
車
（
路

線
バ
ス
で
四
十
分
）

大
町
山
岳
博
物
館
：
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
信
濃
大
町
駅

下
車
（
徒
歩
二
十
五
分
）

爺ヶ岳付近から望む針ノ木岳

墳湯丘（球状石灰石）

ニホンライチョウ


